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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
恋
姫
無
双
外
史
伝

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
６
２
１
Ｏ

【
作
者
名
】

　
遠
方
夢
路

【
あ
ら
す
じ
】

　
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
（
仮
）
本
郷
一
刀
は
改
造
人
間
（
未
完
成
）
で
あ
る
！
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（
前
書
き
）

こ
の
小
説
は
、
続
く
事
を
前
提
と
し
て
お
り
ま
せ
ん
！

完
全
な
短
編
小
説
で
す
、
続
き
を
書
き
た
い
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
御

一
報
を
！
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コ
レ
は
、
夢
で
あ
る
。

「
ぅ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
っ
！
！
　
ぁ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
っ
！
！
　
あ
あ
っ
！
　
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ

ぁ
あ
あ
あ
ぁ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
っ
！
！
」

夢
の
中
の
俺
は
追
わ
れ
て
い
た
。

「
た
、
助
け
て
く
れ
っ
！
！
　
叔
父
さ
ん
！
　
隼
人
さ
ん
っ
！
　
志
郎
さ
ん
っ

！
」

何
者
か
の
『
ナ
ニ
か
』
に
貫
か
れ
た
脇
腹
が
ジ
ク
ジ
ク
と
痛
み
、
血
を
吐
き
続

け
る
。

助
け
は
来
な
い
。

そ
う
だ
、
夢
だ
。

た
だ
の
夢
だ
。

あ
の
時
の
俺
は
、
走
っ
て
逃
げ
た
り
し
な
か
っ
た
。

あ
ん
な
に
泣
い
て
、
叫
ん
で
、
喚
い
て
、
逃
げ
た
り
し
な
か
っ
た
。

「
助
け
て
！
　
助
け
て
！
！
　
助
け
て
！
！
！
」

そ
う
だ
、
あ
の
時
は
。

脇
腹
を
貫
か
れ
た
時
点
で
、
俺
は
。

俺
の
、
体
は
…
…
。

走
れ
な
い
。
　
逃
げ
れ
な
い
。
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残
っ
た
上
半
身
で
、
這
う
事
す
ら
出
来
ず
、
明
滅
す
る
蛍
光
灯
を
、
ぼ
ん
や
り

と
、
た
だ
、
ぼ
ん
や
り
と
。

眺
め
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。

こ
れ
は
願
望
だ
。

も
し
、
あ
の
時
、
あ
の
一
撃
で
俺
が
致
命
傷
を
負
わ
ず
、
且
つ
…
…
。

「
は
ぁ
っ
！
　
は
ぁ
っ
…
…
、
け
ふ
っ
！
　
げ
ふ
っ
げ
ふ
っ
！
！
　
く
ぅ
っ
、

ぁ
あ
っ
！
！
」

走
る
先
に
光
が
見
え
る
。

暗
い
暗
い
、
ト
ン
ネ
ル
の
先
に
、
光
が
見
え
る
。

光
の
先
に
、
３
つ
の
影
。

「
叔
父
さ
ん
っ
！
　
隼
人
さ
ん
っ
！
　
志
郎
さ
ん
っ
！
」

三
人
の
影
に
、
夢
の
中
の
俺
は
手
を
伸
ば
す
。

助
け
て
く
れ
…
…
っ
！
！

こ
れ
は
願
望
だ
。

普
通
の
『
人
間
』
と
し
て
生
き
て
い
た
か
っ
た
。

そ
ん
な
願
望
。

も
し
、
あ
の
時
。

叔
父
が
、
隼
人
さ
ん
が
、
志
郎
さ
ん
が
。

も
っ
と
早
く
…
…
！
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…
…
…
…
…
…

…
…
…
…

…
…

恋
姫
無
双
外
史
伝

第
０
話

『
本
郷
と
北
郷
』

「
…
…
か
…
…
！
　
か
ず
…
…
！
　
か
ず
ぴ
ー
！
　
も
う
放
課
後
や
で
！
！
　

か
ず
ぴ
ー
！
！
」

「
ん
…
…
、
ぅ
う
？
　
お
い
、
か
わ
…
…
？
」

「
そ
や
で
、
か
ず
ぴ
ー
の
大
親
友
の
及
川
く
ん
や
で
？
」

「
…
…
あ
ぁ
、
そ
う
か
…
…
、
放
課
後
、
か
…
…
」

い
ま
だ
鈍
い
頭
を
軽
く
振
り
な
が
ら
、
時
間
を
確
認
す
る
。

終
業
し
て
か
ら
既
に
三
十
分
も
経
っ
て
い
る
。

「
あ
れ
？
　
及
川
、
今
日
は
お
前
デ
ー
ト
だ
っ
て
「
あ
ー
ー
ー
あ
ー
ー
ー
あ
ー

ー
ー
！
　
ソ
レ
は
言
わ
ん
と
こ
う
！
　
言
わ
ん
と
こ
う
！
　
か
ず
ぴ
ー
！
！
」

…
…
振
ら
れ
た
か
？
」

「
ふ
、
振
ら
れ
て
へ
ん
わ
い
！
」
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「
あ
ー
あ
ー
、
別
に
良
い
よ
、
ど
う
で
も
…
…
」

「
ど
う
で
も
っ
て
…
…
、
か
ず
ぴ
ー
は
冷
た
い
っ
！
」

ピ
ン
ク
色
の
ハ
ン
カ
チ
を
『
い
ー
ー
ー
っ
！
』
と
、
噛
み
千
切
る
か
の
様
な
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
、
ま
っ
た
く
、
テ
ン
シ
ョ
ン
の
可
笑
し
い
奴
だ
。

コ
イ
ツ
の
名
前
は
、
及
川
佑
、
俺
の
数
少
な
い
友
人
の
一
人
で
あ
る
。

「
ま
あ
、
ア
レ
だ
な
、
起
こ
し
て
く
れ
た
礼
も
兼
ね
て
…
…
、
そ
う
だ
な
、
早

坂
で
も
拉
致
っ
て
黎
明
館
で
お
茶
で
も
し
よ
う
か
？
」

「
は
ぁ
？
　
な
に
な
に
？
　
奢
っ
て
く
れ
る
ん
か
？
　
め
っ
ず
ら
し
～
、
か
ず

ぴ
ー
結
構
ケ
チ
「
お
前
、
ド
リ
ン
ク
だ
け
な
」
財
布
の
紐
が
固
い
堅
実
派
！
」

「
…
…
オ
ム
ラ
イ
ス
で
い
い
か
？
「
う
わ
ー
い
、
か
ず
ぴ
ー
太
っ
腹
！
」
」

「
で
も
、
ほ
ん
ま
、
珍
し
い
ね
？
　
か
ず
ぴ
ー
が
眠
り
こ
け
と
っ
た
り
、
簡
単

に
奢
る
っ
て
言
っ
た
り
…
…
、
そ
れ
に
ワ
イ
、
か
ず
ぴ
ー
が
汗
を
か
い
と
る
ん

初
め
て
見
た
わ
ー
」

「
あ
ー
ー
、
ま
あ
、
な
…
…
、
夢
見
が
結
構
悪
く
て
な
…
…
、
起
こ
し
て
く
れ

た
事
に
結
構
感
謝
し
て
た
り
す
る
ん
だ
よ
」

額
に
う
っ
す
ら
と
滲
む
汗
を
、
制
服
の
袖
で
拭
う
と
、
微
か
に
汗
特
有
の
匂
い

が
鼻
を
刺
激
す
る
。

「
…
…
、
ほ
ん
と
、
良
く
出
来
て
る
」

「
ん
？
　
何
か
言
っ
た
？
　
か
ず
ぴ
ー
」

「
い
や
、
何
で
も
無
い
、
そ
れ
よ
り
も
早
坂
を
確
保
し
な
い
と
な
…
…
、
ア
イ

ツ
の
事
だ
、
も
し
か
し
た
ら
も
う
黎
明
館
に
居
る
か
も
し
れ
な
い
ぞ
？
」

「
お
け
、
ほ
ん
な
ら
ケ
ー
タ
イ
に
か
け
て
み
る
わ
」

…
…
…
…

…
…
…
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…
…

俺
、
『
本
郷
一
刀
』
は
、
改
造
人
間
で
あ
る
。

冗
談
で
言
っ
た
訳
で
は
無
い
、
本
当
だ
。

十
三
の
時
、
俺
は
、
否
、
俺
の
家
族
、
一
族
は
、
あ
る
秘
密
組
織
に
襲
わ
れ
た
。

年
寄
り
も
、
子
供
も
、
皆
。

み
な
ご
ろ
し
だ
。

本
郷
本
家
、
そ
の
分
家
、
東
郷
、
西
郷
、
南
郷
、
北
郷
…
…
、
合
わ
せ
て
七
十

四
人
。

そ
の
、
七
十
四
人
の
内
の
一
人
、
ソ
レ
が
俺
、
北
郷
…
…
、
否
、
本
郷
一
刀
だ
。

あ
の
日
、
あ
の
夏
の
日
、
人
間
、
北
郷
一
刀
は
死
ん
だ
。

今
此
処
に
居
る
の
は
、
改
造
人
間
、
本
郷
一
刀
な
の
だ
…
…
。

が
、
改
造
人
間
、
本
郷
一
刀
は
完
全
で
は
無
い
。

何
故
な
ら
、

「
変
身
出
来
な
い
改
造
人
間
に
意
味
な
ん
か
あ
る
か
っ
」

一
刀
が
吐
き
捨
て
た
様
に
、
今
の
一
刀
に
変
身
能
力
は
無
い
か
ら
だ
。

中
学
三
年
の
冬
の
事
だ
っ
た
。

『
一
刀
、
せ
め
て
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
待
て
、
お
前
に
こ
の
地
獄
は
早
過
ぎ
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る
』

一
刀
の
養
父
、
本
郷
猛
の
言
葉
で
あ
る
。

い
つ
も
は
養
父
に
従
順
な
一
刀
が
、
こ
の
言
葉
に
だ
け
は
噛
み
付
い
た
。

「
な
ん
で
だ
！
　
こ
の
体
が
成
長
す
る
事
な
ん
か
無
い
の
は
父
さ
ん
が
一
番
知

っ
て
る
だ
ろ
っ
！
」

改
造
人
間
は
成
長
し
な
い
、
こ
れ
は
絶
対
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
人
工
筋
肉
は
修
練
で
増
大
し
、
戦
闘
訓
練
で
戦
闘
能
力
は
増
す
だ

ろ
う
。

し
か
し
、
成
長
し
な
い
。

何
回
で
も
言
う
、
成
長
し
な
い
。

『
絶
対
』
に
成
長
し
な
い
、
し
な
い
っ
た
ら
し
な
い
。

全
く
無
い
。

芽
す
ら
無
い
。

身
長
は
１
４
７
．
５
ｃ
ｍ
で
固
定
で
あ
る
。

『
わ
か
っ
た
…
…
、
高
校
卒
業
ま
で
待
っ
た
ら
、
変
身
の
為
の
回
路
を
繋
ぐ
手

術
を
行
う
時
に
、
年
齢
に
見
合
う
様
に
調
整
す
る
』

「
本
当
に
！
？
　
や
っ
た
！
　
待
つ
よ
！
　
俺
、
高
校
卒
業
ま
で
待
つ
よ
！
！
」

そ
の
約
束
は
、
俺
の
心
に
仄
か
に
、
し
か
し
確
か
な
希
望
の
光
を
灯
し
た
の
だ

っ
た
。

…
…
…

…
…

…
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そ
れ
が
、
何
故
？

「
へ
へ
へ
、
ぼ
ー
ず
、
良
い
も
ん
着
て
る
な
？
」

「
ア
、
ア
ニ
キ
、
こ
ん
な
服
見
た
事
な
い
ん
だ
な
」

「
お
ら
！
　
ガ
キ
、
さ
っ
さ
と
脱
ぎ
や
が
れ
！
」

こ
ー
な
っ
た
？

身
長
は
１
４
７
．
５
ｃ
ｍ
で
固
定
で
あ
る
。

つ
づ
か
な
い
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（
後
書
き
）

本
当
に
続
か
な
い
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

恋姫無双外史伝
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